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道路の整備

　　  道路の整備については、新潟県みちづくりプランの 6 方針に基づき、効率的・効果的に
     整備を推進することにより、県土の発展を支えています。　　
　　  道路の整備については、新潟県みちづくりプランの 6 方針に基づき、効率的・効果的に
     整備を推進することにより、県土の発展を支えています。　　

①命をつなぐ道路づくりの推進①命をつなぐ道路づくりの推進

②円滑な生活道路交通の確保

指標：1.5車線的道路整備の延長

初期値 現状値

73km

（平成25年度）

164km

（令和2年度）

120km

（令和5年度）

指標：2車線で整備した道路延長

初期値 現状値

3,601km

（平成25年度）

  3,659km

（令和元年度）

+100km程度

（令和５年度）

②円滑な生活道路交通の確保

　バイパス整備により、物流輸送の効率化が図られた
ことで、新たな企業立地を誘引し、地域活性化の一助
となっています。

　バイパス整備により、物流輸送の効率化が図られた
ことで、新たな企業立地を誘引し、地域活性化の一助
となっています。

整備後整備後

　整備前から幹線道路の役
割を担っていましたが交通
量が多く、渋滞が発生して
いました。

　県が管理する道路の２車線化や既存の道路を活用しながら、見通しの悪い箇所だけを整備し
たり、すれ違いが困難な場所に待避所の整備を行うなどの１.５車線的道路整備を行い、道路
利用者が安全・安心にすれ違える道路の整備を進めます。

指標：第３次救急医療施設半径５km以内の渋滞対策
　　　対策済み箇所数

初期値 現状値

9箇所

（平成25年度）

25箇所

（令和2年度）

整備前整備前

　新たな橋梁を含めたバイパス整備によ
り、長岡市街地で発生していた交通渋滞
が緩和され、長岡赤十字病院周辺の道路
についての渋滞が緩和され円滑に移動で
きるようになりました。

　新たな橋梁を含めたバイパス整備によ
り、長岡市街地で発生していた交通渋滞
が緩和され、長岡赤十字病院周辺の道路
についての渋滞が緩和され円滑に移動で
きるようになりました。

　整備前は市内中心部に流入する通過交
通により、長岡市街地の道路が交通渋滞
しており、長岡赤十字病院までの救急搬
送に支障が出ている状況でした。
( 長生橋東詰交差点 )

　整備前は市内中心部に流入する通過交
通により、長岡市街地の道路が交通渋滞
しており、長岡赤十字病院までの救急搬
送に支障が出ている状況でした。
( 長生橋東詰交差点 )

整備後整備後

※　第３次救急医療施設とは、重篤な疾患や多発外傷等、命に関わる救急患者が搬送される施設を示します。

   　県内には新潟大学医歯学総合病院、県立新発田病院、新潟市民病院、長岡赤十字病院、魚沼基幹病院、

　県立中央病院の６施設が指定されています。

整備前整備前

　救急医療施設周辺の渋滞解消へ取り組みます。第３次救急医療施設※周辺における渋滞を
解消することにより、救急搬送にかかる時間の短縮を図ることを目的としています。

取組事例：一般国道404号『長岡東西道路（長岡市）』

取組事例：主要地方道上越新井線『山麓線バイパス（上越市）』

指標の達成状況

+100km５8%

120km
137%目標値

（Ｈ２６年度設定）

目標値
（Ｈ２６年度設定）

　バイパス整備により、
通過交通が転換し、渋滞
が解消されました。

　バイパス整備により、
通過交通が転換し、渋滞
が解消されました。

　整備されたバイパスで
は渋滞もなくスムーズに
通行が可能となりました。

　整備されたバイパスで
は渋滞もなくスムーズに
通行が可能となりました。
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140%120%100%80%60%40%20%0%

100%80%60%40%20%0%

（整備後のバイパス）

指標の達成状況

路の整備計画

目標値
（Ｈ２６年度設定）

20箇所

（令和5年度）

バイパス整備後の現道 バイパスの現況


